











































































































































































































































由にかかわる PBL を想定して，効果的な DQ 形成を促す構成要素を社会構造
の認識，社会正義めぐる議論，体験的フィールドワークの三つの側面に焦点を
当てて考えてみることにする。









万人が慢性的な栄養不良にあり，8 億 8,400 万人が安全な水にアクセスできず，
25 億人が基本的な公衆衛生の便益を受けられず，9 億 2,400 万人が適切な住居
を欠き，16 億人が電気を使用できない状態にあるとする。さらに，20 億人が必
須医薬品を得られず，約 7 億 8,100 万人の大人が非識字であり，2 億 1,800 万人
の児童労働者が存在し，2005 年時点で人類の 48％にあたる 30 億 8,500 万人が
深刻な貧困の中での生活を余儀なくれていると指摘する（24）。
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ことである。（中略）それの問いは，次の 2 つ機能を果たす。そのうちの 1 つは，






















　（31）　 Chris Brown （1992）, International Relations Theory: New Normative Approaches, 
New York; Colu ｍ bia University Press, p.12.
　（32）　 同上
　（33）　 Charles R. Beitz （1998）, Political Theory and International Relations, New York; 
Princeton University Press, p.181-182.
　（34）　 Ibid., p.128.
　（35）　 David Miller（2007）, National Responsibility and Global Justice, Oxford; Oxford 
University Press, pp.3-50.




　（39）　 認定 NPO 法人アイキャンは，フィリピンでのプロジェクト実施にあたり，エ
ンパワメントと住民・子どもが中心の開発などの価値と原則を重視している。




1999 年時点での出生時平均寿命が 68.3 歳，成人識字率でも 94.6％とアジア地
域の中でも比較的高い数値を残している。しかしながら，一人当たりの実質
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